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屋根 天井 （４階のみ）

ガルバ 200 天井組 200

合板24 150 PB（15+12.5） 220

小屋組 200 仕上 50

550 470

床 （２～４） 外壁

フローリング 200 外部仕上 200

ネダフォーム（40mm） 100 PB（21×２） 330

ALC（40mm） 260 MDF９ 60

PB（21×２） 330 軸組 200

合板24 150 MDF９ 60

天井PB（25+21） 370 天井PB（25+21） 330

仕上げ 50 内部仕上 50

1460 1230

床 （１F） 内壁

フローリング 200 内部仕上 50

床組み 200 PB（21×２） 330

ネダフォーム 100 MDF９ 60

合板24 150 軸組 200

650 MDF９ 60

天井PB（25+21） 330

内部仕上 50

1080

□構造計画概要

構造形式：Ｘ方向、Ｙ方向共に在来軸組工法（耐力壁面材使用）

用 途：事務所

基礎形式：ベタ基礎

設計ルｰト：張間方向（Ｙ方向）ルート2

：桁行方向（Ｘ方向）ルート2

1）構造計算は、各部材が許容耐力以下に納まる設計とします。

2）地震時及び暴風時の層間変形角は１／１５０以下を確保します。

4）床・屋根固定荷重
屋根

床

床
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1230
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3）各階床の水平剛性は構造用合板厚25にて確保します。





2～4階平面図 1/100 屋根伏図 1/100





矩計詳細図
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赤：壁倍率7.0



緑：壁倍率3.5
赤：壁倍率7.0










